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ことがでどました ち ょっびり体調をくすして

浜松音楽友の会“0同年記念

桐朋学園オーケス トラ演奏会

よるつコ2口 1水)「 IAFIオ リ会J O‖1=tiじをしてのけ,,コンサート「初リツ川チー'ス

トシ〕,な奈Jイヤ|されました力f ill■Ⅲ■しよいたて,=し たてしょうカ

Ⅲ ベ ートー,ェン',ビ'ン格々mlを,Ⅲ■れたビアンの|に,どけ技吉んにf/7絃■|■てインタビ

ュー してユ i t た

01工 尻き方はビアンよtH「蔵わら始められたのrすか,

A〔 4成がう始めました

0!=Aう の浜松その浸暮会モ鷲えられて ご g増 ょぃかがですか 7

A:奇 宮様ガ醇かに廃いてくだといまレたのマ 案 中てきてとても気今よく弾 く

いるのマ心配てしたが頑1長ヽ ました

〔=i当 日他のメン′(―は首さん浜松のホテルに宿泊さヽ ましたが 江尻さんt“ナ|ユ 夜 の新車線で東京に帰ら41ました )

0れ ろいろなコンクールに出均されてt まヽすれ と ても大賀なことたと思うのです4/ それは ど 自分の意=て 」うれていう

のですわ7

A:自 分の言吉て出壊してt まヽす ヨ ンクール】あると い つもいつ`勉強していられるとgぃ ます0そ ……

O i ttltの質問てす IFrさ んはビアノばⅢ好者ですか,

A:そ うてすⅢえ 最 近t rFつてち,っと,さ にな,て さました (資 〕

大田,"ドさ(え られてのr琳ⅢⅢら, Ⅲ Ⅲ■どんう抑 卜 性 と■酸でした ■ ,ど言オリ今1/のと■のごi“Wを ■打'■ して

お,ます



「アンケートにお答えして」

1 +楽奈り折ウこ lHすにアン′―卜をおい 女ヽL=し た た てきた0公11ゆ方々にご焔力をいただと■したことスタッフ411

ヤんヽいうます あ りすとうございました

たくさんの■■本ごttユ  1コ■1を,まⅢⅢます 「I■ i■女の4J赳 ■りな″ことtていただきます をお ■ たヽだいた

ご`■ ごFrlいに),しまして 「よう資J■ )■体えてとをものを↓上にてと,■ 'てみました

■子供の大場を断わってにしい コ ☆の大場を斎すなら7す ―を申らせてはしい

工■(賓 り市(ク ラン ′クのr束 ^tい くことがてきたち″

刊 イで,|こ ■つて'夕 よHt l , Jり なヽヽ1 1州4で ″

と とんでもをいサのようをた4t打 ち↑わせたオ‖うf″人■まつて o■ntに允tしたのよ この 「工4i4′ の公Jです

そして ,■|する■4会のタイト,シ̀ ち ⅢⅢあけ本奴 がⅢ

十楽i迎して取rりおイ↓あい 〕itt trとり 4ヽ■"lrを大切こしてユしいとMっての市“てした

Ч初の会球のチ,H京と1とヽますと 今ては'じ〔さんたち■ とてもに子に■いてくださるようになっているとJいます7f H

itなる期行によどうをお立くの方が本人itと していたたきたいとはいます このようitして甘ごんの約帆力です`お女丼工(

いする水ll,モリ,本 4"を 作りⅢしていまた■ヽとHいます

は松114友ゆ旬 ヽは1立 おヽrほのA4 人 ⅢⅢ大‖迎はします力「 資lFt■4・Ⅲ,た こて ⅢI本Ⅲう子す―■力紹いして

lr(とともに 4打 ■り世■|こついてもご々山するよう(tiします

★京毒会の向臨モmレ 立にしてはしい 痕 奏全の曜日

F“■のコンす―卜 で すつて'に本的にはホ■弘冬

しかしをイ■ '次 求り入,ブ ュールとⅢ―ルr拘

芝求 めては しい

Ⅲlすつ01‖付ととなるよう●mしてぃます

(コ1とてテ)●lJイイ方'あわ ム を会の1"をⅢⅢ怖にした, lⅢⅢ Ⅲじ叫Ⅲ

t納すことI 大 変せ しいよ批てす

逆に 人 りり資Ⅲり方■tr tiⅢ合`取 ■と!い |す ので WHが ■Ⅲらなヽヽよう tイえて11しています

★寝奏会の回欧を増や

打別公iJ,ということ

レてほ しい

てⅢⅢす■方(あつて Jヽ いヽ■なと■えてはおりますが■ 付J【■を考えて

■閉痕崎rn5を早くしてはしい 開 奈時間を遅くしてはしい

秀足以米こつ十,(tつきましては ⅢlllルⅢⅢJ t″えて1にしてまtり ました打Ⅲ ここ歓11で切イtの|け45分に打ちヤ宮まし

た ■ friとの山係イ4り ますtrて ぁ ま,Iい |!|りう|"JIま1卜型と!わ l■ます

★晴く人は時間を今って来てほしい.

おi4Ⅲのマ,一 とJ(こ ^取 ヤkと にていFrヽヽしてぃまます

■終演時間を知らせてにしい

打iな女と会Hの ヤ経ゆヨミュ■'一 ンコンでよム会お【せんでいますので 4日 の並去い,WやlFⅢⅢ↓円すを力なⅢ″なすつきま

せん と より F体公におさすしては 会 ,の 十1fと心地よい,ミ 」=ケーションおヤにこれ ‖択 御】の1に加lt山まりまりの引i

2,分=て次々アンコール減本をして(tさ ,たよ本家もいちっしⅢⅢました

こりいは う lLしいにⅢ ス タ′'す ようよ■する一ホ あヽ"ま した

こ41よ 1を出な り人と4■ ●'り すとつであると‖i まヽすので ご H郎 くだ`い

★アンコール4/長すぎて (多すまて,気 の毒になる0で すが一.

アンコールにヽ えるのは コiム空"【にも,イ■じtいⅢてす ,共 力ちり抽子が4チ rttくュど 夕 十1Lイタ↓ヤせ よ4本 はV

んヽくl■ 言たそのi予 |〔十いえてサ公t班キして(れるrじ ょう 迪 ょり“ですが ア ン,‐ルでつm tl,l u■加fして,たヤ

々家の方が 2 Hlに」よたた私またi千 わて純いてヽヽたりでステージにいようとしたと紺に す たo と 打iす にんでしまつた

ので大変不■1'にどわれ う とでスタンフtiわ られたとをすありました そのコⅢⅢま 加子力F少なく/4つたりで ■ 4りlfの

,おfi―ルつり1カ,をつけてしまったりヽ十 ■4■ lのltま 打打とJお l■1'じ'つつ】itiち たりでしよう 北本より方

ます,,ウ されていました

アンJ― ルの旧“やいいは 村 ム女ご本人わて1 つ コンディショ

人を納iを お脱いします

分 】卜Ⅲ終 rり11Ⅲ■J■ 人をヤ1子t″

ン■ご都令 ●ようら41ます力f ブ ログラ■共 rい ま1取 りに



―
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★決まった店が苺回取うれてしまっているようです

1律t者は新件↓S,,こ していませんのて い 班前わち並んてくだきった会■の方■が取られているとせわれます

★言楽会の内容 (演毒者 EE目 )争 についてのとを見.

今後も タ ランックF楽の分控iて本切の Ft本■をかせて(ださかJi本家ゆ方オをお靴言したいと考えています FI内 H外 ま

たFt I 打茶をrJわす 晰セく■lFに英しんていたたこうと考えていヤす

4お  " F政 ルをする'す■で 「よは十楽友の査Jの赳常ヽ いまま■の‖々会の様Tゼ故去夕におコらビして Ⅲ ⅢⅢ水めてい

ただいております

そして ‖ ,4カ〔ちがったいよでにはⅢ本のゆljをしていたたくこともありましたりて 今後も会Hの■巌からのごt,せ ご

打■■Fえ るどうな内rllこしていこたいと■つています

★インタビ■-1よなくて↓いいとgぅ  ィ ンタビューはある方がいいと思う イ ンタビューはあ,て もいいと思う。一

こ4Lは大変妊しい卜町4を のです.

インタビェアーをお町v すヽることす ます人安をこと ま た 河落家にとっても′ウ ーないることなりヽ イ ンタビ!―ぐさ

ないこともあるのです

たた こり雄しい"|四万fありますイ 止初に |ヽ卜まましたように k去 末とのあれあい ■茶とのよれらいを大切にしたいの

 ヽ前 英家り方におrr喜して rネ してくたされにとすイングビ=一のけ,↓ヤよるよう|〔しています r● H,‖Ⅲにィンタビュー

するかも故去家の方の布望てようています 内本につヽヽてま イ ンタビュ7-の 方にはとんどお[せ していますおi インタビュ

アーの方も お 子粒がら大人の方すで叫いていうつしゃなので十才をしておられます。
とうぞ ご型解のにどお敵llユします

インタビュアー募集中″

(ご希望の方は事務局までご連絡を)

★療台の照明セエ表されたらどうでしょうか。

ご意見あり4Fとぅごごぃます 今 後 ャ 茶会りⅢ存 粧 ■年考え 校 :ヤしたいと!い ます

★アクトンティ",茂 したら そ ちらで京奏会をしてはしい。

アクトンティの会場JF年″ち'り 会 の型ヤ″可忙でしたちll涯会の内行によってi 校 古をしてみたlrを■います

この他に “ 料金r上 いヽ茶を,(こ とができて,れ しい

「次の会J力itれ わらも工く殺喜=す ように″というにおいごd兄 も多扱いたたこスタツフーⅢ ま すますなうりっておりま

す

これ■らも_‐_4Eをおmい 致します

要,白 を さんとスタッフ 司 (7カ14日)



1994年 ち‖(あ1)A炒<力ヽ )予定

暮 御 喜美江アコーディオシリサイタル 3月 1 1 日 (全)

買 桐 五重奏団濃奏会

16成から西 ドイツに引学じ 数 々の同悌7ヨ ーデイオン ヨ ンクールに篠は してい
るクラフツク ア ヨーデイオンの分一人者。1,81年からは ド イツのデェイスプル
グのフイルクワング大ヤ7コ ーデイオン科の計4市をして後逃の指導にもあたってい
る

ィf e卜)
6月 劉  (火)

ふれあいおんがくかい"の
■jl山の11前千である久保麟子さん 弘 Ⅲ 子 どん初

大択の所lrする工Tl奈‖です。10年よりにお会,WH米るのが今から楽しみです。

秋 牧 野二人バリトンリサイタル 9月 3日 (木)

ソプラフ 山 田美や子

浜松が上んだ "在 対 古畑中のパリトンと今年の市民オペラ 「柳 臣Jの 1首■として
索帖しい棋を波rrしてくれた岩いンブラタとの共演です。

0ヽ周年達成記念演事会  フ
′ル 竹 げ ,′

革

冬  タ チ字孝====ヌ 千=ワ ゼ7ノ ツサイタル ‖ 月 5日 (■)

共催 浜 松市教育委員会

～まさに超―織 !ロシア共和国功労芸術家浜松初公演～

104411■まれ。3歳からビアタを始め 19371:モスクワ苦学院付ほ中央古姿学校
に入学し ア レクサンドルーErリアンチェイtル に師事する。その後 モ スク,甘
米院に進み ビ テノ及び 作 町を学おも

lS49111〔ビアフ学部を古席ぐ卒業 1950年には作‖学部も卒米している
19474i ブラハで分 1国民主十年祭の―環として開かれたビアクヨンクールに||

懇し=htに入rl。
1,ω年には 夕 ッ`ハ没後200対午官3念ライブツイビ第1回夕ヽッハ国際ヨンクール

で第一位を得る。
また 彼 lAは多くの作‖家から作品の献二を受けている。特にショスタJ― ヴイ

ツチとは4tp交が深く 彼 の有名な 「コ の前姿‖とフー″Jの 多くは彼女お物減して
立ヽる。

彼女自身も多くの作‖をしており 1,51イFには 「 ど7ノ 蹴奏‖第 1稀Jに より
ソ連国家Jを 受賞している。
19654からiス クワせ学眺救投となり後進の指部にあたる一方 1!昇各地でのよ

奏lr駒も村力的に行ない 多 くの国際ヨンクールのPra Jをも粉めている
米イ|は シ ヨスタヨーヴイッチ フ ェステイバルに参加の為の来■です。

-1993年 冬のコンサー ト全管二重奏のタベ 11月18日 (二)一
トランペットのW付 堅■されを合む全損が ヽ イッのオペラ劇場で減本雄験のある
球晴しいツリスト荘 「ジヤ′ヽン プ ラス ン ロイスッJの 減奏をどうぞお探しみ下
さい。ファンファーレやオペラ/F出4A またモーツァルトの 「アレルヤJや ヘンデ
ルの 「水liのFi来Jな どステキなブtグ ラムです。

会 員 の 皆 様 へ の お願 い

会員たより を様め=付稿をお持ちします。印研,詰京fr用紙2枚以内でお甑いいたします

会 員 登 線 は4渡 江変わつてもそのま=雄 続されます。

退会希望の方は住所 氏名 t忌  会宮霞号を仰記入の■IIV年江の 2丹末口とに」F務う4L旭合の白制と結下=い

名接空■の方も束どには会■と新資Hり■所 氏名 対話 会n協ォ (旧会■の)をおどきりⅢⅢ″舟克お送り下さい


